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シルバー人材センター・生きがい就労センター

もやいとは、人と人とを結び付けること（共働・共助）

横
浜
観
光
ス
ポ
ッ
ト
　
赤
レ
ン
ガ
倉
庫	
枡
田
　
明
人

新
年
度
を
迎
え
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
・ 

生
き
が
い
就
労
セ
ン
タ
ー
長

青
木
　
明
彦

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
及
び
生
き
が
い
就
労
セ
ン
タ
ー
事
業
に
ご

理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
は
、
全
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
マ
ス
ク
の
着

用
や
三
密
の
回
避
な
ど
生
活
様
式
が
大
き
く
様
変
わ

り
し
、
ま
た
、
会
員
の
皆
様
の
就
業
の
機
会
も
大
幅

に
縮
小
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
日
常
と
は
大
き

く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開

始
さ
れ
明
る
い
兆
し
も
見
え
始
め
て
き
て
は
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
感
染
防
止
対
策
を
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。
早
く
こ
の
状
況
か
ら
抜

け
出
し
、
こ
れ
ま
で
の
日
常
に
戻
れ
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
引
き
続
き
感
染

防
止
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
い
つ
ま
で
も　

働
く
喜
び　

無
事
故
か
ら
」
こ

れ
は
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
統
一
の
安
全

就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
令
和
二
年
十
二
月
末
現
在
、

全
国
に
お
け
る
死
亡
等
の
重
篤
事
故
は
二
八
件
、
前

年
度
同
期
に
比
べ
三
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」「
安
全
な
く
し
て

就
業
な
し
」
を
合
言
葉
に
、「
自
分
の
安
全
は
、
自
分

で
守
る
」
と
い
う
意
識
啓
発
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

事
故
は
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」「
自
分
は
大
丈
夫
」

と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
は
ず
で

す
。
自
分
を
過
信
す
る
こ
と
な
く
、
事
故
は
誰
に
で

も
起
こ
り
う
る
と
と
ら
え
、
細
心
の
注
意
を
払
い
、

事
故
に
遭
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
も
安
全
就
業
に
向
け
た
現

場
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
交
通
安
全
教
室
等
を
開
催
し

意
識
啓
発
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
の
生
き
が
い
の
充
実
、
そ
し
て
元

気
に
社
会
参
加
す
る
支
援
を
今
後
と
も
さ
ら
に
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
様
に
は
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



（2）

令
和
3
年
度
事
業
計
画

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

1�　

雇
用
に
よ
ら
な
い
臨
時
的
か
つ
短

期
的
な
就
業
又
は
そ
の
他
の
軽
易
な

業
務
に
係
る
就
業
機
会
の
提
供
。
高
齢

者
の
生
き
が
い
の
充
実
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
高
齢
者

に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
、
地
方
公
共
団

体
、
民
間
企
業
、
個
人
等
か
ら
受
託
し
、

能
力
、
希
望
等
に
応
じ
て
請
負
又
は
委

任
に
よ
り
提
供
し
ま
す
。

　

�　

就
業
機
会
の
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
か
ら
発
注
さ
れ
た
仕
事
の
情
報

を
広
く
高
齢
者
に
周
知
し
、
公
平
な

就
業
機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
グ
ル
ー

プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
就
業
な

ど
を
進
め
、
よ
り
多
く
の
会
員
が
就

業
で
き
る
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

□
主
な
事
業

　

�　

施
設
清
掃
・
管
理
、
駅
前
自
転
車

の
整
理
、
駐
車
場
及
び
駐
輪
場
管
理
、

公
民
館
等
施
設
管
理
、
公
園
清
掃
・

管
理
等
、
除
草･

清
掃
、
植
木
剪
定
、

草
刈
、
事
務
補
助
、
屋
内
外
の
清
掃
、

屋
内
軽
作
業
等
、
障
子
・
襖
張
替
え

等

2�　

雇
用
に
よ
る
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な

就
業
又
は
そ
の
他
の
軽
易
な
業
務
に
係

る
就
業
機
会
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

□
主
な
事
業

①
職
業
紹
介
事
業

　

�　

高
齢
者
の
就
業
に
関
し
て
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
紹
介
者
と
な

り
、
求
人
及
び
求
職
の
申
込
み
を
受
け

て
、
求
人
者
と
求
職
者
と
の
間
に
お
け

る
雇
用
関
係
の
成
立
を
斡
旋
す
る
事
業

②
労
働
者
派
遣
事
業

　
�　

派
遣
元
事
業
主
で
あ
る
公
益
社
団

法
人
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
と
の
連
携
の
も
と
、
派

遣
先
の
指
揮
命
令
を
受
け
て
労
働
に

従
事
さ
せ
る
事
業

3�　

就
業
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
付

与
す
る
た
め
の
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

　

�

就
業
上
必
要
な
技
能
、
知
識
を
就
業

意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に
付
与
し
、
よ

り
広
い
就
業
分
野
で
の
仕
事
の
確
保

と
提
供
を
行
い
ま
す
。

□
主
な
事
業

　

�　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
、
接
遇
研
修
、

高
齢
者
セ
ミ
ナ
ー

4�　

事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
諸
活
動

並
び
に
社
会
参
加
活
動
を
推
進
す
る

た
め
の
諸
活
動
を
行
い
ま
す
。

□
主
な
事
業

　

�　

普
及
啓
発
事
業
、
安
全
・
適
正
就

業
の
推
進
事
業
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
の
運
営
、
調
査
研
究

事
業
、
就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大
事
業
、

世
代
間
交
流
事
業
、
相
談
事
業
、
社
会

参
加
推
進
事
業
、
会
員
表
彰

●
生
き
が
い
就
労
セ
ン
タ
ー
事
業

1�　

心
身
障
が
い
者
等
に
適
し
た
仕
事

を
地
方
公
共
団
体
、
民
間
企
業
、
個

人
等
か
ら
受
託
し
、
能
力
、
希
望
等

に
応
じ
て
請
負
又
は
委
任
に
よ
り
提

供
す
る
と
と
も
に
、
就
業
機
会
の
拡

大
に
向
け
、
展
示
販
売
品
の
自
主
製

作
を
行
い
ま
す
。

□
主
な
事
業

①
請
負
又
は
委
任
に
よ
る
事
業

　

�　

部
品
の
組
み
立
て
、
配
布
物
の
封

入
・
封
緘
、
箱
詰
め
、
洋
裁
、
筆
耕

等
の
軽
作
業

②
自
主
製
作
事
業

　

�　

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
石
鹸
や
エ
プ
ロ
ン

等
を
自
主
製
作
し
、
公
民
館
ま
つ
り

等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
展
示

及
び
販
売
を
行
う
。

2�　

就
業
分
野
の
拡
大
並
び
に
社
会
参

加
を
推
進
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

□
主
な
事
業

　

�　

普
及
啓
発
事
業
、
安
全
・
適
正
就

業
の
推
進
事
業
、
調
査
研
究
事
業
、

就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大
事
業
、
相

談
事
業
、
技
能
研
修
等
、
社
会
参
加

推
進
事
業
、
公
益
目
的
事
業
の
活
動

拠
点
の
管
理
運
営
、
会
員
表
彰

シルバー人材センター事業

生きがい就労センター事業
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健
康
講
座

～
日
本
人
が
行
っ
て
き
た
、 

　
感
染
症
の
対
処
に
つ
い
て
～

藤
沢
市
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

副
所
長
　
健
康
相
談
医

姫
野 
秀
朗 

先
生

ヒ
ト
の
移
動
で
広
が
る
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
歴
史
へ
の
影
響

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
3
月
現
在
、

変
異
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
に
よ
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
収
束
の
目
途
が
つ

い
て
い
ま
せ
ん
。
約
２
５
０
０
年
前
に

麻
疹
ウ
イ
ル
ス
が
、
ウ
シ
あ
る
い
は
イ

ヌ
か
ら
人
類
社
会
に
定
着
し
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

感
染
は
ヒ
ト
の
移
動
に
よ
り
広
が
り

ま
す
。
現
在
は
航
空
機
に
よ
り
短
時

間
で
ヒ
ト
が
移
動
で
き
、
感
染
症
は

あ
っ
と
い
う
間
に
世
界
中
に
広
が
り
ま

す
。
イ
ン
カ
帝
国
や
ア
ス
テ
カ
帝
国
が

滅
ん
だ
要
因
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
ス
ペ
イ
ン
人
が
持
ち
込
ん
だ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
幕
末

の
攘
夷
思
想
の
背
景
に
は
、
安
政
5
年

（
１
８
５
８
年
）
の
ペ
リ
ー
艦
隊
が
持
ち

込
ん
だ
コ
レ
ラ
と
文
久
2
年
（
１
８
６
２

年
）
の
宮
中
に
ま
で
広
が
っ
た
麻
疹
の

流
行
が
あ
り
、「
西
洋
＝
病
原
菌
」
と

い
う
考
え
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
回

「
集
団
免
疫
」
が
話
題
に
な
り
ま
し
た

が
、
１
８
４
６
年
の
デ
ン
マ
ー
ク
領
フ
ェ

ロ
ー
諸
島
で
猛
威
を
振
る
っ
た
麻
疹
に

つ
い
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
医
師
に
よ
り

詳
細
に
調
査
が
な
さ
れ
７
８
０
０
人
の

島
民
の
う
ち
１
７
０
０
人
は
未
感
染
の

ま
ま
で
感
染
が
終
息
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

3
月
末
日
現
在
、
日
本
の
感
染
者
数

約
47
万
人
、
死
者
数
約
9
千
人
と
、
死

亡
率
は
日
米
と
も
に
1.8
％
と
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
感
染
者

数
は
二
け
た
も
低
く
、
そ
こ
に
は
何
か

し
ら
の
要
因
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
代
ま
で
の
日
本
の
感
染
症
に
対
す
る

対
処崇

神
天
皇
（
西
暦
３
０
０
～
３
５
０

年
頃
）
の
御
代
以
降
、
天
然
痘
と
麻
疹

が
繰
り
返
し
流
行
し
ま
し
た
。
崇
神
天

皇
は
伊
勢
祭
祀
の
原
点
と
な
る
こ
と
を

始
め
、
聖
武
天
皇
は
奈
良
東
大
寺
を
建

立
し
、
京
都
祇
園
祭
は
疫
病
封
じ
と
し

て
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
各
戸
で
は
疫

病
除
け
と
し
て
張
り
紙
な
ど
を
使
い
ま

し
た
。
神
社
に
お
参
り
す
る
時
に
は
、

楔
ぎ
（
手
洗
い
）・
清
め
・
祓
い
を
行
い

ま
す
が
、
私
た
ち
が
普
段
か
ら
手
洗
い

や
う
が
い
に
抵
抗
感
を
持
た
ず
に
行
っ

て
い
る
理
由
と
思
わ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
13
回
も
麻
疹
の
流
行

が
あ
り
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
の
平
均

寿
命
40
歳
と
麻
疹
が
終
生
免
疫
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
約
20
年
に
1
回
と

納
得
で
き
る
流
行
回
数
に
な
り
ま
す
。

感
染
防
止
目
的
は
、
天
皇
や
将
軍
そ
し

て
殿
様
に
感
染
さ
な
い
こ
と
で
し
た
の

で
、
天
皇
へ
の
朝
見
は
な
く
、
江
戸
時

代
で
は
登
城
を
「
自
粛
」（「
遠
慮
」
と

い
い
ま
す
）
さ
せ
ま
し
た
。
感
染
し
た

領
民
に
対
し
て
は
、
城
下
か
ら
遠
く
離

れ
た
特
定
の
村
を「
痘と

う

瘡そ
う

退た
い

村そ
ん

」と
し
て
、

隔
離
政
策
を
実
施
し
て
い
た
藩
が
あ
り

ま
し
た
。
感
染
し
て
い
な
い
人
々
に
対

し
、
給
付
金
や
給
付
米
が
配
ら
れ
て
も

い
ま
し
た
。
旅
籠
の
休
業
（
自
粛
）
の

ほ
か
湯
屋
（
銭
湯
）
は
時
短
営
業
を
行

い
ま
し
た
。
麻
疹
の
流
行
時
は
、「
葛
根

湯
や
麻
黄
湯
を
、
そ
の
後
は
柴
桂
湯
や

小し
ょ
う
さ
い
こ
と
う

柴
胡
湯
」
を
用
い
た
と
複
数
の
医
者

が
記
録
し
て
い
ま
す
が
、
漢
方
薬
は
自

然
免
疫
を
増
強
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、公
権
力
は
医
薬
品
を
配
布
し
、

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
１
８
０
０

年
初
め
に
は
隔
離
を
訴
え
た
医
師
が
い

ま
し
た
。
玄
関
で
外
と
内
を
区
別
す
る

生
活
習
慣
が
で
き
あ
が
っ
た
こ
と
も
大

き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
幕
末
の
緒
方
洪
庵
は
、
コ
レ
ラ

流
行
時
に
は
「
事
に
臨
ん
で
賤せ

ん
じ
ょ
う
ふ

丈
夫
と

な
る
な
か
れ
」
と
弟
子
を
鼓
舞
し
、
中

に
は
死
者
も
出
て
い
ま
す
。

近
代
以
降
の
政
府
の
対
応

大
正
以
降
の
政
府
は
、
後
手
と
批
判

さ
れ
る
対
応
が
目
立
ち
ま
す
。
特
に
、

１
９
１
８
年
5
月
に
始
ま
る
ス
ペ
イ
ン

風
邪
で
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
駐
在
領

事
が
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
の
芝
居
・
見

世
物
・
学
校
な
ど
の
公
会
を
禁
じ
る
措

置
を
執
っ
た
こ
と
を
同
年
10
月
に
外
務

省
宛
に
知
ら
せ
て
い
ま
す
が
、
内
務
省

が
対
応
を
執
っ
た
の
は
１
９
２
０
年
1

月
で
し
た
。
国
内
で
3
波
あ
っ
た
ス
ペ

イ
ン
風
邪
で
は
、
死
者
45
万
人
と
推
定

さ
れ
、
特
に
第
2
波
で
は
全
人
口
の
約

40
％
が
感
染
し
、
１
０
０
０
人
当
た
り

12
人
の
死
者
が
出
て
い
ま
す
。
与
謝
野

晶
子
は
、
１
９
１
８
年
11
月
に
「
感
冒

の
床
か
ら
」
で
何
ら
対
応
策
を
と
ら
な

い
政
府
を
「
日
本
人
の
便
宜
主
義
」
と

し
て
批
判
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
、
台

湾
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
対
応
が
評
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価
さ
れ
ま
し
た
が
、
政
府
は
先
人
の
知

恵
を
活
か
せ
な
い
よ
う
で
す
。

日
本
の
感
染
症
対
策
で
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
人
た
ち

1
人
目
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
米
国
大
統
領

が
尊
敬
す
る
日
本
人
と
し
て
あ
げ
た
米

沢
藩
主
上
杉
鷹
山
（
治
憲
）
で
す
。
鷹

山
は
、
自
ら
は
「
隔
離
政
策
」
を
採
ら

ず
〝
登
庁
許
可
〟
を
出
し
、
広
が
る
感

染
に
対
し
て
次
か
ら
次
へ
と
患
者
支
援

策
を
実
行
し
、
新
年
の
祝
賀
を
取
り
や

め
、
江
戸
か
ら
医
者
も
呼
び
寄
せ
て
感

染
対
策
の
指
揮
を
執
ら
せ
て
い
ま
す
。

感
染
者
８
３
８
９
人
死
者
２
０
６
４
人

と
い
う
具
体
的
な
数
字
を
記
録
と
し
て

残
し
、「
藩
主
よ
り
も
領
民
の
ほ
う
が
大

事
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
た
リ
ー
ダ
ー

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
人
目
は
、
明
治
時
代
の
後
藤
新

平
で
す
。「
伝
染
病
の
危
険
の
恐
る
べ

き
こ
と
弾
丸
よ
り
も
大
な
る
も
の
が
あ

る
」
と
考
え
、
臨
時
陸
軍
検
疫
部
事
務

官
長
と
し
て
１
８
９
５
年
日
清
戦
争
帰

還
兵
に
対
す
る
検
疫
業
務
施
設
を
広
島

宇
品
港
似
島
な
ど
3
か
所
に
作
り
ま
し

た
（
水
際
対
策
）。
艦
船
６
８
７
隻
、

２
３
万
２
３
４
６
人
将
兵
の
検
疫
を
実

行
し
、
３
６
９
人
の
コ
レ
ラ
患
者
を
隔

離
し
国
内
へ
の
広
が
り
を
防
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
時
の
上
司
が
江
の
島
で
祀
ら
れ
て

い
る
児
玉
源
太
郎
で
す
。
児
玉
は
非
難

の
封
書
を
手
元
に
と
ど
め
、
検
疫
を
遂

行
さ
せ
、「
之
は
貴
君
の
月
桂
冠
な
り
」

と
後
に
渡
し
ま
し
た
。
後
藤
新
平
は
、「
寝

覚
め
よ
き
事
こ
そ
な
さ
め
、
世
の
人
の
、

良
し
と
悪
し
と
は
言
う
に
任
せ
て
」
と

詠
ん
で
い
ま
す
。

歴
史
か
ら
学
ぶ
今
の
私
た
ち
に
で
き
る

対
処外

か
ら
入
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
感
染

症
に
は
、
個
人
で
出
来
る
こ
と
は
「
か

か
ら
な
い
移
さ
な
い
」
こ
と
だ
け
で
す
。

飛
沫
感
染
な
の
で
外
出
時
に
は
、
マ
ス

ク
を
着
け
、
帰
宅
し
た
ら
手
洗
い
・
う

が
い
を
欠
か
さ
ず
に
行
う
こ
と
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
２

と
い
う
ヒ
ト
の
細
胞
膜
上
の
レ
セ
プ

タ
ー
に
付
い
て
感
染
し
ま
す
が
、
重
症

化
し
や
す
い
高
血
圧
症
・
糖
尿
病
や
喫

煙
者
は
（
実
は
高
齢
者
も
当
て
は
ま
る
）

こ
の
受
容
体
が
多
い
こ
と
か
ら
、
特
に

不
特
定
多
数
と
の
密
集
・
密
接
を
避
け

る
こ
と
で
す
。
地
元
経
済
を
考
え
る
と
、

十
分
な
換
気
が
行
わ
れ
て
い
る
所
で
食

事
を
摂
り
、
で
き
れ
ば
風
上
が
お
勧
め

で
す
。
免
疫
を
意
識
し
た
食
事
内
容
に

し
、
夜
更
か
し
で
免
疫
力
を
落
と
さ
な

い
こ
と
、
具
合
が
悪
く
な
る
と
予
感
が

あ
っ
た
時
に
は
前
述
し
た
漢
方
薬
を
使

用
し
て
み
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ
ま
す
。

残
念
な
が
ら
日
本
の
政
府
・
行
政
を
当

て
に
で
き
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

参
考
文
献
の
一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〔
参
考
文
献
〕

磯
田
道
史　

感
染
症
の
日
本
史　

文
春

新
書

山
本
太
郎　

感
染
症
と
文
明

－

共
生
へ

の
道　

岩
波
新
書

障
が
い
者
部
門
か
ら

障
が
い
者
部
門
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
社
会
見
学
を
兼
ね
た
企
業
訪
問
や

農
作
業
体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
少
し
で

も
会
員
の
皆
さ
ん
を
笑
顔
に
し
、
楽
し

い
思
い
出
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
地

域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
駄
菓
子
屋�

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
さ
ん
と
「
バ
ル
ー
ン
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
な
か
や
ま
ち
ち
」
さ
ん
を

お
招
き
し
、
催
し
物
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
「
な
か

や
ま
ち
ち
」
さ
ん
の
風
船
を
使
っ
た
バ

風船であっという間にいろいろなもの 
を作ってくれました

楽しいヒーローショー 
（皆さん盛り上がりました）
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ル
ー
ン
ア
ー
ト
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
風
船

を
巧
み
に
使
い
、
あ
っ
と
い
う
間
に
い

ろ
い
ろ
な
作
品
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
駄
菓
子
屋
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
さ
ん

ん
の
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
で
は
職
員
が
参

加
を
し
、
皆
思
わ
ず
ビ
ッ
ク
リ
!!
か
た

ず
を
の
ん
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

皆
で
歌
を
唄
っ
た
り
し
て
、
会
員
の

皆
さ
ん
も
笑
顔
で
元
気
に
な
れ
た
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
早
く
終
息
し
て
、、
皆
さ
ん

で
笑
い
あ
え
る
日
々
に
戻
れ
る
と
い
い

で
す
ね
。

ま
た
、
技
能
講
習
も
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

回
は
、「
ゼ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
」
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
材
料
は
、
小
さ

な
瓶
、
ゼ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
（
ろ
う
）、

白
・
ブ
ル
ー
・
紫
な
ど
の
カ
ラ
ー
サ
ン
ド
、

貝
殻
な
ど
。

先
ず
、
キ
ャ
ン
ド
ル
用
の
ゼ
リ
ー
を

お
湯
で
溶
か
し
て
お
き
ま
す
。
次
に
、

キ
ャ
ン
ド
ル
の
芯
を
割
り
ば
し
で
挟
ん

で
瓶
の
中
心
に
な
る
よ
う
に
セ
ッ
ト
し
、

好
き
な
色
の
砂
、
貝
殻
、
花
び
ら
な
ど

を
入
れ
ま
す
。
こ
こ
に
溶
か
し
て
お
い

た
ゼ
リ
ー
を
流
し
入
れ
、さ
ら
に
金
、銀
、

白
な
ど
の
ラ
メ
を
表
面
に
振
り
か
け
ま

す
。
こ
こ
に
違
う
色
の
ゼ
リ
ー
を
さ
ら

に
流
し
入
れ
、
色
の
付
い
た
細
か
い
貝

殻
を
振
り
か
け
、
ゼ
リ
ー
が
固
ま
っ
て

作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
の
思
い
思
い
の
素
晴

ら
し
い
作
品
が
出
来
上
が
り
、
う
れ
し

そ
う
に
自
分
の
作
品
を
見
つ
め
て
い
ま

し
た
。
楽
し
い
技
能
講
習
会
で
し
た
。

令
和
3
年
度 

事
務
局
の
執
行
体
制

　

セ
ン
タ
ー
長　
　
　

青
木　

明
彦

【
総
務
担
当
】

予
算
・
決
算
事
務
、
請
負
金
請
求
・
収
納
事
務
、

配
分
金
支
払
い
事
務
等

　

上
級
主
査�

山
口　

み
さ

　

主
事�

石
崎　

彩
香

　

臨
時
職
員�

藤
巻　

澄
江
・
長
谷　

美
幸

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

セ
ン
タ
ー
長
補
佐　

石
井　

哲
也

【
公
共
担
当
】

公
園
管
理
、
駅
前
自
転
車
等
整
理
業
務
、
公
民
館

等
の
施
設
管
理
、
施
設
の
清
掃
、
駐
車
場
、
駐
輪
場
、

大
庭
台
墓
園
等

　

上
級
主
査�

山
下　

隆
治

　

主
事�

谷
澤　

義
人

　

非
常
勤
嘱
託�

杉
山　

哲
己
・
前
田　

弁
榮

�
�

宮
武　

重
信
・
小
川　

昌

�
�

稲
垣　

一
彦

【
企
業
担
当
】

民
間
企
業
等
か
ら
の
受
託
事
務
全
般
、
労
働
者
派

遣
事
業
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
調
整
等
、
就
業
相

談
会
の
開
催

　

主
事�

森　

大
二
郎

　

常
勤
嘱
託�

柿
﨑
貴
美
子
・
信
田　

英
雄

【
個
人
担
当
】

個
人
か
ら
の
受
託
事
業
全
般
（
除
草
・
清
掃
・
植
木
・

草
刈
）、
空
き
家
対
策
事
業
等
、
入
会
説
明
会
の
開
催

　

上
級
主
査�

渥
美　

比
呂
子

　

常
勤
嘱
託�
宮
路　

修
武

　

非
常
勤
嘱
託�
若
生　

直
子

　

臨
時
職
員�

真
田　

理
恵
・
田
丸　

康
子

【
分
室
】

藤
沢
市
北
部
地
域
に
お
け
る
受
託
業
務
全
般
、 

入
会
説
明
会
の
開
催

　

分
室
長
（
兼
）　
石
井　

哲
也　

　

副
分
室
長�

田
代　

富
二
夫

　

主
査�

宮
村　

直
樹

　

非
常
勤
嘱
託�

広
瀬　

稔

　

臨
時
職
員�

二
見
さ
お
り
・
八
木　

慶
子

�
�

飯
田　

修
一

【
自
転
車
等
駐
車
場
管
理
事
務
所
】

藤
沢
市
内
の
市
営
有
料
自
転
車
等
駐
車
場
業
務
全
般

　

所
長�

宮
崎　

充

　

副
所
長�

遠
藤　

主
計

　

上
級
主
査�

田
中　

崇
之

　

主
査�

川
畑　

顕
二

　

主
任�

辻
川　

貴
行

　

非
常
勤
嘱
託�

小
野　

清
・
石
倉　

隆
広

生
き
が
い
就
労
セ
ン
タ
ー

　

セ
ン
タ
ー
長
補
佐

　
　
　
　
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
兼
務
）

�
�

田
中　

雄
一

障
が
い
者
等
会
員
に
お
け
る
、
地
方
公
共
団
体
、

民
間
企
業
、
個
人
等
か
ら
の
受
託
事
務
全
般
、 

会
員
対
応
等

【
障
が
い
者
担
当
】

　

主
査�

栗
城　

武

　

常
勤
嘱
託�

髙
木　

鮎
子

　

非
常
勤
嘱
託�

標　

由
次

【
女
性
担
当
】

　

上
級
主
査�

山
口　

直
美

公
益
財
団
法
人
藤
沢
市
ま
ち
づ
く
り
協
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
・
生
き
が
い
就
労
セ
ン
タ
ー

ゼリーキャンドル
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会
員
の
活
動
紹
介

史
跡
歩
き
同
好
会

村
岡
地
区
散
策

山
本
　
伸
哉

今
回
は
、
藤
沢
市
村
岡
地
区
方
面

の
「
史
跡
歩
こ
う
会
」
に
な
り
ま
し

た
。
村
岡
地
区
は
、
昔
は
鎌
倉
郡

村
岡
村
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
元
は

鎌
倉
時
代
に
玉
縄
城
が
あ
り
、
そ
の

城
を
支
え
る
為
に
出
来
た
の
が
村
岡

城
だ
っ
た
と
の
事
（
今
は
村
岡
城
跡

公
園
に
な
っ
て
い
る
）。
そ
の
地
区

に
あ
る
天
嶽
院
を
最
初
に
訪
れ
ま
し

た
。
こ
の
寺
は
真
言
宗
の
古
寺
「
不

動
院
」
か
ら
は
じ
ま
り
一
四
九
五
年

（
明
応
4
年
）
に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

山
門
は
、
江
戸
中
期
水
戸
光
圀
公
が

創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
訪
ね
た
の
は
「
慈
眼
寺
」。
こ

の
寺
の
境
内
に
は
樹
齢
三
百
年
の
樹

が
あ
り
ま
す
が
、
何
本
か
の
木
が
寄

り
そ
っ
て
一
本
の
樹
に
な
り
成
長
し

て
い
る
樹
が
二
本
あ
り
圧
巻
で
し
た
。

そ
の
後
、
本
在
寺
公
園
展
望
台
に

登
り
昼
食
。
そ
こ
の
地
も
、
今
も
現

存
さ
れ
て
お
ら
れ
る
福
原
家
が
徳
川

家
康
を
案
内
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
展
望
台
で
す
。

天
気
が
良
け
れ
ば
中
央
に
富
士

山
、
右
手
に
丹
沢
連
峰
、
左
手
は
江

の
島
、
片
瀬
山
、
鎌
倉
山
が
見
渡
せ

ま
す
。
少
し
曇
り
の
天
気
で
し
た
が
、

良
い
「
歩
き
会
」
に
な
り
ま
し
た
。

　
史
跡
歩
き
同
好
会
　
募
集
と
連
絡
先

　
電
話 

23

−

5
6
3
2
　
山
本 

伸
哉

川
柳
・
五
行
歌
通
信

若
林
　
琢
磨

俳
人
柳
人
の
多
く
は
、
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
使
っ
て
い
ま
す
。
あ
の
有
名
な

松
尾
芭
蕉
も
本
名
は
松
尾
忠
右
衛
門

宗
房
と
云
い
ま
す
。
幼
名
は
金
作
。

俳
人
は
俳
号
、
柳
人
は
雅
号
と
称

し
、
私
達
も
雅
号
を
使
う
事
に
し
ま

し
た
。（
新
之
助
・
太
郎
・
裕
助
等
）

次
号
は
私
も
大
好
き
な
一
人
、
松
尾

芭
蕉
の
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
を
皆
様

と
（
紙
面
上
で
す
が
）
歩
い
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
遊
々
と
。

先
日
、
通
り
す
が
り
に
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
方
に
『
い
つ

も
楽
し
く
川
柳
、
五
行
歌
や
コ
ラ
ム

欄
を
読
ん
で
ま
す
よ
』
と
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
う
れ
し
さ
い
っ
ぱ
い

で
す
。

な
お
、
当
同
好
会
に
ご
参
加
の
方
は
、 

左
記
の
森
本
、
若
林
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　句
題

　『
新

　茶
』

　

新
芽
吹
く
八
十
八
夜
湯
呑
み
二
ヶ

 

《
太
郎
》

故
郷
か
ら
心
に
響
く
茶
摘
唄

 

《
た
ろ
う
》

歳
時
記
の
新
茶
王
道
走
っ
て
る

 

《
次
郎
》

老
夫
婦
新
茶
の
試
飲
は
し
ご
す
る

 
《
じ
ろ
う
》

舌
お
ど
る
静
岡
新
茶
足
柄
茶

 

《
裕
助
》

恋
初
め
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
抹
茶
入
り

 《ゆ
う
す
け
》

味
香
る
新
茶
が
通
る
喉
も
と
を

 

《
新
之
助
》

茶
葉
が
立
つ
エ
ン
ギ
が
良
い
と
宝
く
じ

 
《
し
ん
の
す
け
》

川 

柳 
同 
好 

会

選
者　
　
　森
本

　生
雄

　43
ー
0
0
2
3

　
　
　若
林

　琢
磨

　81
ー
1
4
0
7

花
の
あ
る

庭
が

気
に
な
る

廻
り
道

五
月
晴
れ

　
　
　生
雄

あ
い
さ
つ
今
昔

む
か
し

飯
食
っ
た
か

い
ま

ワ
ク
チ
ン
打
っ
た
か

　
　
　
　
　  

次
郎

通
う
こ
と
20
年

福
祉
施
設
閉
所

で
も
季
節
は
移
り
ゆ
く

春
か
ら
夏
へ
と

何
事
も
な
か
っ
た
様
に

　
　
　
　
　
　 

も
も
子

五
行
歌

（
皆
様
か
ら
の
旅
行
記
等
記
事
を
募
集
中
で
す
! !
）

デ
イ
ス
ペ
ー
ス


